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■新年の抱負……………………………（２）（３）
■一般質問～11名が市政を問う～……（４）（５）

■第４回定例会　主な審議内容………（５）（６）（７）
■議案賛否・議案結果 …………………（８）

（左から）
３段目　山本、原口、澁谷、堀口、谷、金子
２段目　河部、竹田、古谷、和気、大森
１段目　梶本、森、岡田、竹中市長、田畑、南

（左から）
３段目　山本、原口、澁谷、堀口、谷、金子
２段目　河部、竹田、古谷、和気、大森
１段目　梶本、森、岡田、竹中市長、田畑、南

第13期泉南市議会が始動　新議会の構成が決まる
　任期満了に伴う市議会議員一般選挙が昨年10月23日執行され、新しい泉南市議会議員16名が選ばれました。選挙後初となる第2回臨時会を
11月10日から11月11日までの２日間の会期で開催し、議会役員、各委員会構成が決まりました。
　議長に田畑仁議員（自民党・創生会）、副議長に岡田好子議員（公明党）、議会選出監査委員に河部優議員（新政せんなん）をそれぞれ選出いた
しました。
　泉南市議会は、今後も市民の皆様の声を市政に反映した政策づくりの構築に努めます。

谷  展和
竹田 光良
古谷　公俊
河 部 　 優
澁谷 昌子

原口 悠介
堀口 和弘
澁谷 昌子
古谷 公俊
金子健太郎

金子健太郎 ・ 森　　裕文 ・ 古谷　公俊 ・ 澁谷　昌子 ・ 大森　和夫 ・ 南　　良徳
山本　優真 ・ 河部　　優 ・ 岡田　好子 ・ 梶本　茂躾 ・ 和気　信子 ・ 田畑　　仁
山本　優真 ・ 河部　　優 ・ 和気　信子 ・ 南　　良徳
山本　優真 ・ 梶本　茂躾 ・ 堀口　和弘 ・ 竹田　光良 ・ 和気　信子
原口　悠介 ・ 森　　裕文 ・ 大森　和夫 ・ 谷　　展和 ・ 南　　良徳

総務産業常任委員会
厚生文教常任委員会
議 会 運 営 委 員 会
空港等まちづくり対策特別委員会
行財政問題対策特別委員会
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(8)

(7)
(7)

委　員　会　名 委 員 長

議　長 副議長 監査委員

副委員長 委　　　　　　員

主な記事

※（　　　）内は定数

田 畑　　 仁 岡 田　好 子 河 部　　 優
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泉 南 市 議 会 中 継本会議のようすはインターネット中継で 検　索

大阪維新の会

◎山本　優真
やまもと　　  ゆう ま

　新年、明けましておめでとうご
ざいます。１７７５票という皆様か
らの期待に、できるだけ早く結
果で応えたい。ですので今年の
私の目標は、お約束した１２の公
約のうち最低２項目を達成する
こと。信念を貫き、新しい視点で
枠にとらわれない活動をして参
ります。

○原口　悠介
はら ぐち　　 ゆうすけ

　年頭にあたり謹んで新年のご
挨拶を申し上げます。新しい年
が、皆様にとって実り多き一年と
なりますようお祈り申し上げま
す。本年も、子ども達からお年寄
りまで、全てのライフステージ
で目標、夢に挑む、皆様の力とな
るよう併走して参ります。今年も
宜しく御願い致します。

新政せんなん

◎河部　　優
かわ  べ　　　　まさる

　３期目として初の新年を迎え
ます。市民の皆様の負託に応え
るべく日々研鑽を積み重ね市政
の課題に取り組みます。
　今年は私の干支である酉年。
　泉南市政も私も羽ばたく一年
とするために全力で頑張ります！

○金子 健太郎
かね  こ    けん た  ろう

　日頃、市民の皆様には大変お
世話になっております。皆様が
シビックプライドを抱ける街づ
くりを目指し、未来を担う子ども
達が良質な教育機会を得ること
ができ、健やかに成長できる環
境を実現するために、全力を尽
くします。ご指導をよろしくお願
い申し上げます。

議 長副議長

公　明　党

○竹田　光良
たけ  だ       みつ よし

　新しい年が明け、希望と喜びにあふれた一
年であることを願います。
　私達は、安心安全なまちづくり、福祉の充
実、教育力ＮＯ.１都市に、地方創生を目標に、
市民の皆様とまちづくりを行なってまいりま
す。
　住んでよかった泉南と言って頂けますよう
に、全力で頑張ってまいります。

岡田　好子
おか  だ       よし   こ

　新年を迎え心よりお慶び申し上げます。新
たなスタートに身も心も引き締め、市議選で
頂いた温かい御支援への感謝を忘れる事な
く “１人の声を大切に” 更に女性の視点を活
かし日々精進して参ります。どうぞご指導ご
鞭撻頂きますよう宜しくお願い致します。

◎澁谷　昌子
しぶ  や       まさ  こ

　日頃からの皆様の真心のご支援に、心より
厚く御礼申し上げます。本年は第５次総合計
画の中期計画第１年目にあたります。
 泉南市の未来発展の為しっかりと行財政改
革に取り組まなければなりません。
 市民と行政の協働により、全ての人が、夢と
希望を持てるまちづくりに取り組みます。

本年も、議員一同、市政発展のため全力を尽くします。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

本年も、議員一同、市政発展のため全力を尽くします。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

本年も、議員一同、市政発展のため全力を尽くします。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

～各議員の抱負と会派構成～～各議員の抱負と会派構成～
◎は幹事長、○は副幹事長
各議員から提出された原稿を
そのまま掲載しています。
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日本共産党

◎和気　信子
わ   け        のぶ こ

　「平和な日本」を子ども達に手
渡すため命と憲法を守ります。
女性や共働き家族が子育てで
きる社会、労働条件の改善をし
ます。そして若者が希望を持て
る雇用対策、高齢者が元気で過
ごし、医療や介護施策の充実で
老後を安心して暮らせる為に力
をつくします。

○大森　和夫
おおもり       かず  お

　年金カット・カジノ解禁・ＴＰＰ
承認が昨年末、強行されました。
さらに、自衛隊の海外派遣、沖縄
の米軍基地問題や原発再稼働
など国民の願いに背を向ける暴
走政治が続いています。市民と
の共同を拡げ、憲法と平和・民主
主義を守るため、がんばります。

自民党・創生会

まさ とし

田畑　　仁
た  ばた　　　　ひとし

◎古谷　公俊
ふる  や

　謹賀新年　去年は改選も有り市議会も新たなスタートをきりました。
今年は酉年、私自身も年男でございます。酉の由来に果実が極限まで熟
した状態で物事が頂点まで極まった状態と言われ商売も成果を得る年と
言われます。市民の皆様が商売繁盛となる年になるよう願っています。

○堀口　和弘
ほりぐち かずひろ

　新年あけましておめでとうございます。
　今年は山積する諸課題をひとつずつ解決していく１年となります。
　市民の皆様とともに市域の均衡ある発展と地域の問題に取り組んで
参ります。
　すべての市民にあたたかみのある市政の実現に全力を尽くします。

谷　　展和
たに ひろかず

　２期目にあたり、泉南市において様々な問題が山積をしていますが、
しっかりと市のチェック機関としての機能を発揮して、泉南市民の最大の
幸福を得られるように働いてまいります。

南　　良徳
みなみ よしのり

　市民の皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えになられた事と
お慶び申し上げます。昨年は議会改革も大きく進み削減の財源で懸案
の中学校エアコン設置の一助となりました。本年は地方創生関連事業を
着実に進め活性化を図り災害に強い街づくりを目ざします。

森　　裕文
もり　　　   ひろ ふみ

　市長に徹底した情報公開を求め、
市民への説明責任を果たしたい。将
来市民の為の命題「財政再建」と現市
民の為の課題「市民のくらし」の二律
背反を説くカギは「ＦＭ」。ＦＭ成功
の条件は市民の理解。市民の理解な
くして市政は前へ進めない。情報公
開を訴える。

無所属

無所属

梶本　茂躾
かじもと       しげ み

　新年明けましておめでとうござい
ます。私は今年、７０才突破の年であり
ます。後２０年９０才を迎える迄元気に
頑張りたいと存じます。超高齢社会の
日本及び特に泉南市に暮らしておら
れる高齢者の皆様、私も高齢者で有
りますがこの街で一生を楽しく終え
るよう頑張りましょう。

インターネットで議会の
生中継・録画中継が見られます
泉南市議会では、ユーストリーム
( 生中継 ) とユーチューブ ( 録画
映像 ) による議会中継の配信を
行っています。
スマートフォンやタブレットからも
アクセスが可能です。
市民の皆様のアクセスをお待ちし
ております。

泉南市議会ウェブサイト → 議会中継
（ホームページからのアクセス方法）

「蟷 螂 之 斧」
とう    ろう     の      おの

※外部無料サイトを利用している為、途中でＣＭが入る場合があります。
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泉 南 市 議 会 中 継本会議のようすはインターネット中継で 検　索

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
～11名が市政を問う～

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、各議員1
人あたり1時間、質問や確認をすることができます。
　第4回定例会では、11名の議員が市政全般にわたる課題や問
題点について、一般質問を行いました。

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。掲載順位は質問順です。

一般質問事項
ふる  や        まさとし

古谷　公俊 自民党・創生会

安全と安心の街について
①砂川樫井線左車線の歩道整備、交差点踏切対策及び開通時期は？
②交付金の財源で防犯カメラ１４台設置状況は？
③山側エリアの防犯カメラ対策について
子育て支援について
①市の児童虐待、中学校不登校件数は
②出生届けの際ゴミ袋提供より更に喜ばれる商品を！
市の医療問題について
①麻疹ワクチン不足の教訓、空港市としての対策
民間宿泊について
①違法業者対策、国家戦略特別区域外国人滞在施設経営事業の
　ガイドライン制定を

1.

2.

3.

4.

一般質問事項
やまもと       ゆう ま

山本　優真 大阪維新の会

空き家対策
空き家等の現状と空き家対策のスピード感について。
グローバル戦略
りんくうタウン早期開発、泉州観光ＤＭＯの経緯と海外への泉
南市ＰＲ活動について。
教育改革
泉南市の学力状況、泉南中学校の教科センター方式と学力向上
モデル校作りについて。
子育てアプリ
必要性とニーズ調査について。
人事院勧告
人事院勧告による一般職・特別職・議員のボーナス引き上げに
ついて。

1.

2.

3.

4.

5.

一般質問事項
ほりぐち　   かずひろ

堀口　和弘 自民党・創生会

一般質問事項
しぶ や        まさ こ

澁谷　昌子 公 明 党

少子化対策について
①「不妊症」に対しての取り組み　
②「不妊症」治療費への独自助成について
③不妊治療と仕事の両立支援について
障害者支援事業について
①自閉症早期発見について　
②障害者サポートカードの導入について
③障害者雇用の拡充について
芸術・文化教育について
①本市の現状について　②充実に向けた基金の創設について
「モアレ検査」について
①実施期間の経過について　②今後の課題について

1.

2.

3.

4.

一般質問事項
おおもり　　かず お

大森　和夫 日本共産党

教育問題について
①「各中学校区につき、中学校１校、小学校１校にする」学校
つぶし計画は、市民の意向を無視して進められ、撤回を求め
る。
②西信達中学校は最も古く築60年、建て替えを求める。
③信達小・雄信小のトイレ改修実現へ。未改修の３校の整備と
小学校のエアコン設置は補助金を活用して早期に実現を。
国民健康保険について
①保険税の値上げの中止を。子育て世帯や中間層の負担が増
え、暮らし・医療を破壊する。

1.

2.

一般質問事項
わ　け　　  のぶ こ

和気　信子 日本共産党

買い物困難者対策について
①さわやかバスの運行改善を（店舗などを経由すること）
②商店の少ない地域への支援を（移動スーパーの実施など）
教育委員会は、今後４中学校４小学校に統廃合し小中一貫校に
する方針を提案している。将来にわたり教育環境は重要であ
り、市民や保護者へ各小学校区単位で説明会を行うべき。
土砂災害特別警戒地域への説明会と防災対策の強化を求める。
避難所の備蓄の充実を！
道路の改修や整備でひび割れ・段差解消を
要支援１・２の介護支援移行は包括制にすべき

1.

2.

3.

4.
5.

一般質問事項
かじもと     しげ  み

梶本　茂躾 無 所 属

泉南市職員の近年の採用状況
高齢運転者対策の推進
①運転免許証の更新時　②自主返納
泉南市暴力団排除条例　暴力団密接関係者
和泉砂川駅前周辺整備事業における駅前広場の暫定整備の進捗
状況と今後
①和泉砂川駅前暫定整備の完成予定　②南部大阪都市計画道路
　変更決定から今日に至る迄、事業認可は？
泉南市観光協会の今後
①会員と会費収入　　②自立と自主財源
③超広域連携観光圏　④目指す観光事業

1.
2.

3.
4.

5.

泉佐野岩出線の早期４車線化について
砂川樫井線の進捗状況と周辺地域整備について
新家駅周辺の渋滞解消の方策について
発達障害児の早期発見と現場職員の理解について
りんくう公園へのホテル誘致について
土砂災害警戒区域などの避難所の在り方について
職員の勤怠管理の現状と分析について
今後は紙ベースではなく、クラウド上で管理するなど、適切な
職員配置をするべきではないか。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
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日
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日
間
の
会
期
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
公
の
施
設
の
区
域
外
設
置
に
つ
い
て
泉
佐
野
市
と
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て

を
は
じ
め
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
全
て
の
議
案
の
賛
否
一
覧
は
、
８
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
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問答

問答

一般質問事項
かわ べ　　　　 まさる

河部　　優 新政せんなん

教育行政について３点質問しました。
①教育問題審議会の内容
②青少年センターのあり方
③鳴滝第一小学校跡地の活用策
子どもの権利条例について２点質問しました。
①子どもの権利条例委員会報告を受けた対応策について
②第６条「相談・救済」機関の設置について進捗状況
行政付属機関の委員選任についての基準
市内危険箇所への信号機設置など対応策

1.

2.

3.
4.

一般質問事項
はらぐち　　ゆうすけ

原口　悠介 大阪維新の会

小中学校の教科書採択について
①教科書採択問題について　②関係職員の処分について
③対象期間外の教科書閲覧について　④今後の対策について
入札や契約に関わる事について
①過去に不正な働きかけを受けたことがあるか
②不正な働きかけを受けた時の対策について
③入札や契約に関わる不正防止のルールについて
④入札制度見直しについて
大阪都構想について
①市長の考え方について

1.

2.

3.

一般質問事項
たけ だ       みつよし

竹田　光良 公 明 党

　今、定例会での私の一般質問は、１．行財政改革について、
２．教育について、３．まちづくりについて、４．人口減少問
題についての大綱４点について質問しました。
　特に、市民の皆様からご相談、ご要望の多かった、買い物弱
者対策に関して、コミュニティバスの更なる利便性の向上と、
公共施設の利用について。条例や規則を整理した上で、朝市の
開催についての提案をし、新たな公共施設のあり方についての
検討を要望しました。また、教育についてでは、改選後、公明
会派で２小学校を視察したことに言及し、トイレ改修事業につ
いて速やかに残された小中学校のトイレ改修を要望しました。

一般質問事項
もり　　　　ひろふみ

森　　裕文 無 所 属

空家対策について
財政について
硬直状況の財政を認識しているか、打開策を考えているか。財
政調整基金を義務的に積んで弾力性を持たせるべきでは？「借
りて使ったものは、稼いで返す」財政規律が必要では？「稼ぐ」
は「ＦＭ」全庁でＦＭに取組む意識になっているのか。ＦＭは
新たなまちづくりと捉えるべきでは？財政情報の公開は固定資
産台帳を整備して、発生主義の財務諸表が必要？

1.
2.

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者

と
し
て
、
国
際
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式

会
社
を
指
定
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。
泉
南
市
立
文
化
ホ
ー

ル
指
定
候
補
者
選
定
委
員
会
の
選
考
過
程

の
中
で
、
総
合
的
か
つ
厳
正
に
勘
案
し
た

結
果
を
受
け
て
決
定
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
指
定
管
理
と
直
営
時
の
人
件
費
の
そ

れ
ぞ
れ
の
額
は
、ま
た
文
化
ホ
ー
ル
の
築
年

数
、耐
震
は
。

　
　
直
営
最
終
年
度
の
平
成
２０
年
度
の
人
件

費
は
約
３
千
万
円
、
平
成
２７
年
度
は
１
千
９

０
万
円
程
度
。
ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
の
築
年

数
は
３２
年
で
、
耐
震
は
完
了
し
て
い
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
人
件
費
に
つ
い
て
、
直
営
時
に
比
べ
２

千
万
円
弱
の
削
減
。
人
件
費
削
減
の
運
営

の
あ
り
方
で
、
文
化
振
興
に
責
任
を
持
つ

行
政
と
し
て
非
営
利
団
体
で
地
元
の
文
化

振
興
を
目
的
に
す
る
団
体
を
育
成
し
て
い

く
べ
き
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
泉
南
市
立
市
民
体
育
館
、
泉
南
市
立
双

子
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
泉
南
市
民
球
場

の
３
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
泉
南

市
体
育
協
会
を
指
定
す
る
に
あ
た
り
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。
総
合
的
か
つ

厳
正
に
勘
案
し
た
結
果
を
受
け
て
決
定
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
公
募
を
か
け
ず
指
定
を
行
う
に
至
っ

た
、
体
育
協
会
の
評
価
で
き
る
点
と
は
。

　
　
管
理
の
み
な
ら
ず
、
市
民
に
花
ま
つ

り
等
で
体
育
館
へ
足
を
運
び
体
育
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
く
努
力
や
、
市
主
催
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
の
企
画
実
施
な
ど
本
市

の
ス
ポ
ー
ツ
体
育
行
政
の
一
翼
を
担
う
団

体
で
あ
り
、
か
つ
第
三
者
評
価
が
Ａ
評
価

の
た
め
。
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賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
選
定
委
員
会
の
中
で
「
公
募
を
行
わ
な

い
」
理
由
は
確
か
な
実
績
が
あ
る
場
合
と

さ
れ
る
が
１
社
で
も
公
正
厳
格
な
チ
ェ
ッ

ク
を
す
べ
き
。
市
民
に
公
平
な
立
場
で
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
、
心
身
共
に
健
全
な
体
力

つ
く
り
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
直
近
の
収
支
か
ら
指
定
管
理
料
の
約
８

割
が
人
件
費
。
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

け
る
か
等
疑
問
。
指
定
管
理
者
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
は
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。
非
公
募
で
は
な
く
公

明
正
大
な
入
札
制
度
を
活
用
し
た
選
定
を

強
く
要
望
。

■
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

答
申
を
受
け
、
本
条
例
を
提
案
す
る
も

の
。
平
成
２４
年
度
以
降
の
本
市
国
保
財
政

累
積
赤
字
額
が
５
億
７
千
４
９
０
万
ま
で

膨
ら
ん
で
き
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
国
保

の
健
全
財
政
を
維
持
す
る
上
で
、
国
民
健

康
保
険
税
率
と
賦
課
限
度
額
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
保
険
税
率
の
急
激

な
変
更
や
低
所
得
者
へ
の
配
慮
を
求
め
て

い
る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
大
阪
府
下
広
域
化
に
む
け
た
負
担
限

度
額
の
改
正
内
容
と
は
。

　
　
国
基
準
の
負
担
限
度
額
は
８９
万
円
、

泉
南
市
は
６７
万
円
、
改
正
で
６
万
円
を
引

き
上
げ
７３
万
円
と
す
る
も
の
。
単
年
度
、

赤
字
に
し
な
い
た
め
の
対
応
と
な
る
。
低

所
得
者
の
方
は
減
額
、
一
定
所
得
の
あ
る

方
、
多
人
数
世
帯
で
は
値
上
げ
と
な
る
。

　
　
泉
南
市
の
医
療
環
境
、
低
所
得
者
対

策
は
。

　
　
国
も
所
得
に
応
じ
て
軽
減
策
を
講
じ

て
い
る
。
本
市
も
国
か
ら
の
補
助
の
な
い

独
自
の
非
課
税
減
免
を
行
い
、
ま
た
市
の

努
力
と
し
て
滞
納
対
策
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
普
及
、
健
康
増
進
、
予
防
の
取

組
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
広
域
化
に
よ
る
市
財
政
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

　
　
大
き
な
財
政
基
盤
に
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
が
都
度
市
財
政
に
影
響
が
で
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
「
大
阪
府
で
一
つ
の
国
保
」
と
な
る
。

負
担
を
わ
か
ち
合
い
、
府
下
で
同
じ
保
険

税
率
と
す
べ
き
。
そ
の
為
に
赤
字
解
消
は

必
須
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差
を
な

く
し
、
本
事
業
が
盤
石
で
維
持
で
き
る
様

希
望
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
広
域
化
に
向
け
現
在
の
国
保
税
は
限
界

を
超
え
る
高
さ
。
医
療
環
境
格
差
も
あ
り

保
険
税
統
一
化
は
不
合
理
。
滞
納
額
も
増

え
差
し
押
さ
え
が
強
行
さ
れ
る
可
能
性
あ

り
。
国
庫
負
担
増
額
を
国
に
求
め
市
民
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
。

■
平
成
２８
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
4
号
）に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

・「
中
学
校
老
朽
化
対
策
事
業
」（
継
続
費
）

　
１１
億
７
千
７
１
３
万
６
千
円
の
増
額
　
等

▼
平
成
２８
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
泉
南
中
学
校
の
建
て
替
え
に
係
る
総

事
業
費
の
内
訳
は
。

　
　
総
事
業
費
３３
億
８
千
６
３
７
万
円
の

う
ち
、
国
交
付
金
等
は
４
億
８
千
９
３
３

万
７
千
円
、
起
債
発
行
額
等
が
２６
億
６
千

３
３
０
万
円
、
市
一
般
財
源
が
２
億
３
千

３
７
３
万
３
千
円
と
な
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
法
で
定
め
ら
れ
た
金
額
を
大
幅
に
超
え

る
高
額
な
特
命
随
意
契
約
は
不
適
切
。
実

施
設
計
の
発
注
に
つ
い
て
を
指
摘
。
泉
南

中
学
校
区
の
皆
様
の
期
待
は
大
き
く
、
今

後
の
担
当
部
局
、
設
計
事
業
者
、
工
事
事

業
者
の
仕
事
ぶ
り
を
注
視
し
て
い
き
、
賛

成
。

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
平
成
２８
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
規
定
に
つ
い
て
所
要
の

措
置
を
講
じ
る
必
要
か
ら
本
条
例
を
提
案

す
る
も
の
。
内
容
は
、
給
料
表
、
１２
月
支

給
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
改
正
と
、

平
成
２９
年
度
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

６
月
と
１２
月
で
配
分
調
整
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
人
事
院
勧
告
に
従
い
給
与
引
き
上
げ

を
提
案
し
た
泉
南
市
の
考
え
は
。

　
　
平
成
９
年
か
ら
の
厳
し
い
行
革
に
よ

る
効
果
額
は
約
８
億
円
。
今
後
の
人
材
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
も
今
回
の
人
事
院
勧

告
は
重
要
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
今
日
ま
で
行
財
政
改
革
の
一
環
で
様
々

な
形
の
減
額
を
実
施
。
地
方
分
権
に
よ
り

職
員
の
負
担
は
増
。
こ
こ
１０
年
引
き
下
げ

の
勧
告
が
続
き
、
ま
た
労
働
基
本
権
が
付

与
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
人

事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正
は
当
然
で
あ

り
、
賛
成
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
泉
南
市
で
は
市
議
会
の
身
を
切
る
改

革
、
行
革
に
よ
る
給
与
カ
ッ
ト
が
実
行
さ

れ
て
き
た
が
、
社
会
保
障
費
の
比
率
増

議
案
第
８
号
　
原
案
可
決

議
案
第
11
号
　
原
案
可
決

議
案
第
14
号
　
原
案
可
決

問答問答問答

問答

問答
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問答

問答

問答

問答

大
、
学
校
老
朽
化
対
策
等
、
未
だ
に
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
給

与
引
き
上
げ
は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
と
判
断
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
平
成
２８
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
特
別

職
の
職
員
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
つ
い

て
、
支
給
割
合
を
引
き
上
げ
る
措
置
を
講

じ
る
た
め
本
条
例
を
提
案
す
る
も
の
。
内

容
は
、
１２
月
の
支
給
割
合
の
改
正
と
、
平

成
２９
年
度
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
６

月
と
１２
月
で
配
分
調
整
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
内
容
は
。

　
　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
報
酬
は
変
わ
ら

な
い
が
期
末
手
当
の
率
が
変
動
す
る
。
人

事
院
勧
告
で
は
０
・
１
カ
月
引
き
上
げ
と

し
て
い
る
が
、
０
・
０
５
カ
月
と
し
た
。

本
市
は
過
去
か
ら
も
一
部
引
き
上
げ
を
辞

退
、
ま
た
半
分
に
削
減
す
る
等
対
応
し
、

他
市
に
比
べ
０
・
２
カ
月
程
低
額
と
な

る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ
分
は
人
事
院
勧
告

の
半
分
０
・
０
５
カ
月
（
一
般
職
引
き
上

げ
の
半
分
）
で
、
特
別
職
３
人
の
賃
上
げ

総
額
は
１３
万
円
。
特
別
職
は
平
成
２４
年
か

ら
削
減
を
実
施
し
、
今
後
も
継
続
す
る
。

国
民
の
所
得
を
増
や
す
と
い
う
流
れ
か
ら

も
賃
上
げ
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
泉
南
市
に
は
決
し
て
国
や
中
央
に
は
分

か
り
え
な
い
独
自
の
財
政
的
課
題
が
あ

る
。
人
事
院
勧
告
と
い
う
国
基
準
の
判
断

の
み
を
拠
り
所
に
せ
ず
、
「
泉
南
市
独
自

の
状
況
を
考
慮
す
る
」
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
、
特
別
職
の
期
末
手
当
引
き
上
げ

に
反
対
す
る
。

■
泉
南
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
平
成
２８
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
市
議
会

議
員
に
対
し
て
支
給
す
る
期
末
手
当
に
つ
い

て
、
支
給
割
合
を
引
き
上
げ
る
措
置
を
講
じ

る
た
め
本
条
例
を
提
案
す
る
も
の
。
内
容

は
、
１２
月
の
支
給
割
合
の
改
正
と
、
平
成
２９

年
度
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
６
月
と
１２

月
で
配
分
調
整
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
今
回
の
経
過
は
。

　
　
人
事
院
勧
告
に
０
・
１
カ
月
引
き
上

げ
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
８
月
か
ら
報
酬
１０
％
削
減
、
政
務
活
動

費
は
全
廃
。
今
条
例
は
ボ
ー
ナ
ス
を
0
・

１
ヵ
月
、
総
額
６８
万
円
賃
上
げ
。
こ
の
賃

上
げ
で
来
年
度
実
施
の
こ
ど
も
医
療
費
助

成
拡
充
や
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
支
障

は
な
い
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
議
員
報
酬
を
定
め
た
条
例
改
正
案
は
市

民
の
客
観
的
意
見
を
参
考
に
、
理
由
の
説

明
を
付
し
議
員
提
案
を
す
べ
き
。
公
務
員

の
労
働
条
件
適
正
化
へ
の
人
事
院
勧
告
で

あ
り
議
員
は
経
営
者
の
範
疇
と
の
自
覚
を

持
つ
べ
き
。
勧
告
に
準
ず
る
の
は
筋
道
を

誤
っ
て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
中
止
を
求

め
る
請
願
書

（
主
な
内
容
）

　
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
を
行
わ
な

い
こ
と
及
び
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減
措
置

の
拡
充
を
求
め
る
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
署
名
を
い
た
だ
い
た
方
の
声
は
。

　
　
今
以
上
値
上
げ
に
な
っ
た
ら
通
院
の

回
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
市
に

比
べ
医
療
体
制
が
脆
弱
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
署
名
が
８
５
５
名
。
今
回
の
改
正
は
子
育

て
世
帯
に
負
担
増
。
市
民
病
院
も
な
い
泉
南

市
で
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
国
保
税
の
引
き
下

げ
は
請
願
者
の
切
実
な
願
い
。
値
上
げ
を
行

わ
な
い
こ
と
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減
措
置
を

拡
充
す
る
こ
と
に
賛
同
し
賛
成
。

■
介
護
保
険
新
総
合
事
業
「
現
行
相
当

サ
ー
ビ
ス
」
報
酬
を
出
来
高
払
い
制
と
せ

ず
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
包
括
報
酬
制
と

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

（
主
な
内
容
）

　
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
包
括
報
酬
制
と
し
、
事
業
所
の
経
営
と

要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
保
障
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
利
用
者
目
線
で
い
く
と
利
用
し
た
分

だ
け
徴
収
さ
れ
る
出
来
高
払
い
の
方
が
わ

か
り
や
す
い
の
で
は
。

　
　
介
護
従
事
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
包
括
報
酬
制
で

従
事
者
を
守
る
、
事
業
者
を
守
る
こ
と
も

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
署
名
が
１
千
７
名
。
出
来
高
払
い
制
は
事

業
者
の
存
続
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
要
支
援
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。
事
業

所
の
安
定
し
た
経
営
は
介
護
従
事
者
、
利
用

者
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
高
齢
化
社
会

で
新
総
合
事
業
に
移
行
後
の
自
治
体
の
役
割

は
重
大
。

議
案
第
15
号
　
原
案
可
決

議
案
第
16
号
　
原
案
可
決

請
願
第
３
号
　
不
採
択

請
願
第
4
号
　
不
採
択



（8）

お
待

ち
していま

す

お
待

ち
していま

す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議案賛否一覧 ※１：議長職を執り行うため、賛否に加わりません。議長は賛否同数のときのみ裁決し、議案の可否を決定します。
※２：当該者のため、賛否に加わりません。賛否（○：賛成、×：反対、■：退席）

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
／
大
森
　
和
夫

副
委
員
長
／
森
　
　
裕
文

委
　
　
員
／
山
本
　
優
真

　
　
　
　
　
金
子
健
太
郎

　
　
　
　
　
澁
谷
　
昌
子

　
　
　
　
　
谷
　
　
展
和

編
集
後
記

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008
FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

森
　
　
裕
文

梶
本
　
茂
躾

大
森
　
和
夫

和
気
　
信
子

金
子
健
太
郎

河
部
　
　
優

原
口
　
悠
介

山
本
　
優
真

岡
田
　
好
子

竹
田
　
光
良

澁
谷
　
昌
子

南
　
　
良
徳

谷
　
　
展
和

田
畑
　
　
仁

堀
口
　
和
弘

古
谷
　
公
俊

例月現金出納検査結果報告

泉南市樽井地区財産区管理委員の選任について（船野敏雄氏）

公の施設の区域外設置について泉佐野市と協議することについて

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について

泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

平成 28年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第４号）

平成28年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成28年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

平成 28年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第５号）

平成28年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成 28年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成28年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成28年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

平成 28年度泉南市水道事業会計補正予算（第２号）

国民健康保険税の値上げ中止を求める請願書

閉会中の継続調査について

田畑仁議員に対する処分要求について

報告済

原案同意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

不採択

継続調査

  否決

－

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

※1

※2

－

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

－

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

－

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

■

○

○

○

○

○

×

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

※1

－

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

－

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

泉南市指定地域密着型サービス事業者の指定並びに指定地
域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の
定数に関する条例の制定について

泉南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

介護保険新総合事業「現行相当サービス」報酬を出来高
払い制とせず、これまでどおりの包括報酬制とすること
を求める請願書

泉南監報告
第16､17､18号
議案
第１号
議案
第２号
議案
第３号
議案
第４号
議案
第５号
議案
第６号

議案
第７号

議案
第８号
議案
第９号

議案
第10号

議案
第11号
議案
第12号
議案
第13号
議案
第14号
議案
第15号

議案
第16号

議案
第17号
議案
第18号
議案
第19号
議案
第20号
議案
第21号
議案
第22号
請願
第３号

請願
第４号

原案可決

原案可決

原案可決

不採択

自民党・創生会 公明党 無所属 無所属新政
せんなん

日本
共産党

大阪
維新の会

議案
番号 案　　件　　名 結 果

　
改
選
後
、初
め
て
の
議
会

報
告
で
す
。議
案
に
対
す
る

討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た

た
め
記
事
が
増
え
、各
記
事

の
文
字
数
を
減
ら
し
ま
し

た
。議
会
の
様
子
が
伝
わ
っ

た
か
心
配
で
す
が
、分
か
り

や
す
い
議
会
報
を
目
指
し

ま
す
。今
後
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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